
 

 

小学校と中学校のつながりを配慮した「密度」概念を支援する単元開発 
「重さ・体積・物質の区別」における授業実践を事例として 
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１ 目 的 
日常生活において「鉄は木よりも重い」と

表現するとき，その「体積」は同一とみなさ
れ，そこには既に「密度」の概念が含まれて
いる。しかしながら，小学校 5 年の算数で学
習した「単位量あたりの大きさ」に気づかず
に，中学校で「密度」を学習しているという
指摘１）がある。一方，小学校 3年理科の「物
と重さ」の単元では，「体積を同一にする」
という前提で「重さ」を測定する実験を行っ
たが，その後中学校入学まで「重さ・体積」
に関する学習はない。そこで本研究では，小
学校とのつながりを配慮し，1)物質の「重
い・軽い」を比較する際に「体積は同一する
こと」，2)「単位量あたりの大きさ」から
「密度の単位の成り立ちにも気づくこと」，
という 2 つの概念形成を目的に単元開発し，
2019 年 12 月に中学校 1 年生に実践した。 
 
２ 授業評価の方法 
（１）評価問題による分析 
図 1のような評価問題を作成し，単元終了後

の 2020 年 2 月末の学年末考査において総括的
評価として実施し，集計を行った（表 2）。 
（２）質問紙調査による分析 
表１のような物質概念の理解度に関する質

問紙調査（真偽法）を，単元前・後に実施し，
マクネマー検定によって分析した（表 3）。 

図１ 評価問題２）より改変（グラフは筆者のオリジナル） 

表１ 単元前・単元後質問紙調査（真偽法） 
次のア～クうち，正しいと思われるものには○を，まちがって
いると思うものには×を書きなさい。 
ア．月の「重力」は地球の６分の１であるため，月では物
体は軽くなり，したがって密度も小さくなる。 

イ．２つの物体の「重さ」を比べるとき，同じ「形」にし
て比べるとよい。 

ウ．２つの物体の「重さ」を比べるとき，同じ「体積」に
して比べるとよい。 

エ．２つの物体の「重さ」を比べるとき，同じ「質量」に
して比べるとよい。 

オ．水の密度よりも密度が大きい物体は，水に浮き，水の
密度よりも密度が小さい物体は，水に沈む。 

カ.「密度」が大きい物体ほど，「浮力」は大きくなる。 
キ.水素の「密度」は，空気の「密度」よりも小さいので，
水素は空気中では上昇する。 

ク.同じ物質でつくられた物体は，どんな形の物体でも
「密度」の大きさは等しくなる。 

 

３ 結 果 
表 2 評価問題における集計（2020 年 2 月 1 学級：N=34） 

 
 
表 3 質問紙調査結果（2019 年 12 月 1 学級：N=32） 

 
 
４ まとめ 
表 2 の評価問題の分析から「グラフの直線

と測定点」「密度と浮き沈み」の理解に関連
が見られた。表 3 の質問紙調査の分析から，
「密度と浮き沈み」「密度と浮力」「重さと
重力」の理解にも関連が見られた。 
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問題番号 （1） （2）（3）（4）（5） 平均

正答数 28 26 19 27 23 25

誤答数 6 8 15 7 11 9

正答率 82.4 76.5 55.9 79.4 67.6 72.4

正答数 誤答数 正答数 誤答数

　ア　重力と密度（誤） 24 8 29 3 2.78 n.s.

　イ　重さと形（誤） 20 12 23 9 0.82 n.s.

　ウ　重さと体積（正） 23 9 28 4 1.92 n.s.

　エ　重さと質量（誤） 11 21 27 5 14.22 **

　オ　水の密度（誤） 22 10 29 3 4.45 *

　カ　密度と浮力（誤） 10 22 25 7 13.24 **

　キ　気体の密度（正） 16 16 23 9 1.67 n.s.

　ク　密度と形（正） 14 18 19 13 1.32 n.s.

ｄｆ＝1　 χ２
.05＝3.841 （*ｐ＜0.05） χ２

.01＝6.635 （**ｐ＜0.01）　n.s.(not significant)

※各項目の(    )内の正・誤はそれぞれ科学的概念・誤概念を示す。
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【評価問題】図は物体Ａ～Ｅの体積と質量をグラフに表した
ものである。次の各問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
（1）図で，物体 B と同じ物質を記号で選びなさい。 

（2）物体Ａ～Ｅは何種類の物質に分けられるか。 

（3）物体Ｄの密度はいくらか（単位もつけて答えなさい）。 

（4）ペットボトルの本体とキャップを水の中に入れたとき，本体は沈

み，キャップは浮いた。どちらの密度が大きいといえるか。 

（5）ペットボトルのキャップと同じ物質だと考えられるのはＡ～Ｅのどれ

か。すべて記号で答えなさい。 
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